
佐
賀
・牟
田
口
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
佐
賀
市
金
立
町
大
字
楽
師
九
字
牟
田
口

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一区
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）

一
〇
月
―
二
〇
〇

一
年
二

月

３
　
発
掘
機
関
　
　
佐
賀
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
楠
本
正
士

・
三
代
俊
幸

。
中
野
　
充

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

牟
田
口
遺
跡
は
標
高
三
ｍ
程
の
沖
積
低
地
に
立
地
す
る
遺
跡
で
、
巨
勢
川
や

黒
川
、
市
ノ
江
川
の
合
流
す
る

地
点
に
あ
た
る
。
佐
賀
導
水
事

業
に
伴
う
発
掘
調
査
を

一
九
九

九
年
か
ら
二
〇
〇

一
年
に
か
け

て
実
施
し
た
。
遺
跡
は
鎌
倉
時

代
か
ら
近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡

賀
　
で
ぁ
る
が
、
そ
の
主
体
と
な
る

佐

も
の
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町

時
代
ま
で
の
集
落
跡
で
あ
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
、
土
坑
、
溝
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
調
査
区

（二
区
）
に
お
い

て
検
出
し
た
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
六
か
ら
出
土
し
た
。
溝
の
埋
没
時
期
は
、
出
土
遺

物
か
ら
鎌
倉
時
代
後
期
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
六
は
、
牟
田
口
遺
跡

で
検
出
し
た
遺
構
の
中
で
最
も
古
い
時
期
に
相
当
す
る
が
、
調
査
区
内
で
は
溝

の
一
部
分
し
か
確
認
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
規
模
や
形
状
に
つ
い
て
正
確
に
知

る
こ
と
が
で
き
ず
、
性
格
は
不
明
な
点
が
多
い
。
た
だ
、
埋
没
後
の
鎌
倉
時
代

後
期
か
ら
室
町
時
代
前
期
ま
で
に
は
、
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
六
に
区
画
さ
れ
た
土
地

に
掘
立
柱
建
物
群
が
営
ま
れ
始
め
、
中
世
末
ま
で
ほ
ぼ
継
続
的
に
開
発
が
行
な

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
溝
は
、
当
遺
跡
周
辺
の
開
発
開
始
の
時
期
や
様

相
を
考
え
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

ま
た
、
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
六
か
ら
は
木
簡
の
ほ
か
に
も
比
較
的
豊
富
に
遺
物
が

出
土
し
て
お
り
、
中
で
も
人
形
や
下
駄
、
竪
櫛
の
形
状
を
し
た
木
製
品
や
、
内

底
部
に
印
花
文
の
刻
印
を
有
す
る
土
師
器
の
杯
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
注
目
さ

れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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2003年出上の木簡

木
簡
に
は
、
上
位
か
ら

「天
足
」
と
上
下
左
右
対
称
に
記
さ
れ
、
中
位
に
は

上
下
対
称
に

「九
九
八
十

一
」
と
書
か
れ
、
下
位
に
は

「急
々
如
律
令
」
と
思

わ
れ
る
墨
書
が
み
ら
れ
る
。
形
状
は
、
長
方
形
の
材
の
上
端
を
山
形
に
尖
ら
し
、

下
端
は
平
ら
に
仕
上
げ
、
側
縁
左
右
裾
を
カ
ッ
ト
し
て
幅
狭
に
成
形
し
て
い
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
、
山
本

崇
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

佐
賀
市
教
育
委
員
会

『牟
田
口
遺
跡
』
（佐
賀
市
文
化
財
調
査
報
告
書
一
四
〇
、

一
５
Ｑ
一一年
）

（中
野
　
充
）

長
崎
・炉
粕
町
遺
跡

（長
崎
奉
行
所
立
山
役
所
跡
）

１
　
所
在
地
　
　
　
長
崎
市
炉
粕
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
四
月
１
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
長
崎
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
川
口
洋
平

・
柚
木
亜
貴
子

・
平
田
賢
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
奉
行
所
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
長
崎
市
街
北
部
に
あ
り
、
長
崎
奉
行
所
立
山
役
所
跡
の
南
側
に
接
し

て
い
る
。
主
体
と
な
る
年
代
は
、　
三
ハ
世
紀
末
か
ら

一
七
世
紀
前
半
ま
で
で
、

銅
の
精
錬
に
関
す
る
炉
跡
や
対

蝸
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
長
崎
奉
行
所
と
の
境

付
近
で
幅
約
五
ｍ
深
さ
約

一
・

五
ｍ
の
東
西
に
延
び
る
溝
が
検

出
さ
れ
、
木
簡
を
含
む
多
数
の

木
製
品
が
出
土
し
た
。
溝
は
、

確
認
さ
れ
た
位
置
や
出
土
遺
物

の
内
容
か
ら
み
て
、
長
崎
奉
行

を

一

(長 崎)




